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着想の契機

・ゼミ活動にて東南アジアの経済
や社会問題に触れる機会

・ベトナム・ハノイの日本語学校
を現地訪問

・勤勉で純朴という日本人と似た
性質

・日本のベトナム人技能実習生
の増加

・中国の次なるサプライチェーン
として先進国から注目されている
こと

・国内の実習生に対する待遇や
問題について話題になっている
こと



導入　

■ 近年の日系企業の東南アジア進出
は顕著であり、平成29年度の時点で
ASEAN地域への進出企業は全体の
約13％を占める。

■ 米中貿易戦争、コロナで判明した一
国依存リスクにより東南アジア進出
は加速すると考えられる。

出典：外務省ホームページ「海外在留邦人数調査統計」平成３０年要約
版
https://www.mofa.go.jp/mofaj/files/000368753.pdf

13％



日本の外国人労働者依存度　

出典　厚生労働省「外国人雇用状況」の届出状況

増加率は過去最高を更新
受け入れ：政府主導

ベトナム人労働者が急増している
技能実習生受け入れ人数1位：ベトナム
労働者数、増加率ともに前年比二割増



技能実習生制度とは　　

1993年に発足した当制度は日本の「発展途上国の人材育成を担う国際貢
献」という「人づくり」を目的に誕生した制度である。
来日した技能実習生に日本式の生産技術を習得してもらうことにより、彼ら
が帰国した後に日本で学んだ技術を母国の発展に活かしてもらうことを念
頭に置いている。

⇒先進国から途上国への技術伝播による経済成長が目的

これを達成する上でー

技能実習生は当制度を出稼ぎ目的として利用するべきではな
く、
企業は彼らを過度な労働調整の手段として利用するべきではな
い。



しかし、その実情は・・・

制度の諸問題と現状

過度な時間
外労働

ハラスメント
就業範囲外
の業務

パスポート
の取り上げ

受け入れ企業の約7割から技能実習生に対する
「不当搾取」や「ハラスメント」が横行している。

しかし、技能実習生らが悲鳴を上げたとしても、
正しく対応がなされていない。



技能実習制度の仕組み

現地送
り出し機

関
監理団体 各企業へ

・手数料の徴収
・渡航の手助け

民間による非営利団体

・企業の指導
・言語・文化の教育

各企業へ

癒着・貧困ビジネスの横行



現状の是正に向けた取り締まり　

技能実
習生機
構

監理団
体

　企業

•国際的な技能実習制度への批判により取り締まり機関を導
入。

•しかし、対象の多さから迅速かつ厳正な対応は不可能。

監
査

13機関 3000団

体

40000企

業



技能実習生に向けたサービス　
■ 技能実習生を対象とした様々なサービス

　例：JITCO 公益財団法人　国際人材協力機構
主
な
サ
ー
ビ
ス
内
容 実習生に向けた相談やセミナー等の開催

送り出し支援（送り出し国・機関とのマッチング ）

人材育成支援（語学研修や語学教育）

手続き支援（申請書の書き方や書類の計画など）

この他にも....
・ 福利厚生としてテーマパークへの旅
行や日本の文化を体験するといった活
動を実施
・日本語能力向上の一環として作文コ
ンクールといった活動を実施
・他の団体や支援者が日々行っている
活動などを記事として紹介することで
実習生の活動を見ることができる。

民間への依存体質が目立つ



課題の総括とあるべき環境

■ 技能実習生機構による監査は追いついていない

■ 受け入れ後の管理は民間への依存体質が目立つ

■ 現地に拠り所が少ない

■ 各種ハラスメント、違法な労働環境

⇒日本で働く実習生の不安を取り除き、不正に対し声をあ
げ、待遇をめぐる情報を手に入れることのできる環境が必
要



技能実習生向上アプリの提案

密告

結束

情報

政府

企業の不正に対する実習生からの密告

現地実習生同士のつながりの場の提供

情報の提供

・匿名での相談
・企業への評価

・実習生同士のチャット機能
・相談先の案内

・企業とのマッチング
・支援情報　



技能実習生機構による運営

■ 機能が不十分である技能実習生機構が行うものとする

■ 実習生から寄せられた課題について、技能実習生機構を仲介し
政府へ反映

■ 全国13か所に配置された施設を、拠り所として利用できる可能
性

政府
技能実習生

機構
実習生



アプリの仕組み

情報

密告

結束

部門

情報

部門

密告

部門

結束

政府

技能実習生
機構

アプリ
運営・対応

目的

集約
翻訳

精査
集約



対応言語について

■ 情報を正確に伝達するため、実習生の母国語に対応した言
語との切り替えを可能とする

■ 対応するオペレーターも、日本人の他に対応した国籍の
人材を用意

・留学生をはじめとする在日外国人を広く雇用
・解決に至った実習生の協力も要請
・伝達の過程で齟齬の無いよう、対応する母国語に長けた
人材が重要



既存の交流アプリとの差別化

「bodoi（ボドイ）」というコミュニティ
はFacebook上に存在し、不法滞在者を
中心とする交流の場でもあり、約2万
5000人が登録する。

違法取引の情報の飛び交う、犯罪の温
床となっている。

北関東を中心とした家畜の大量盗難はボド
イ上で計画されたものであった。→

出典：毎日新聞　2020年11月28日　ベトナム実習生、覆う影



既存の交流アプリとの差別化

政府主導による個人情報登録＆義務化

• 犯罪の温床となることを防ぎつつ、多くの実習生に利用機会を与える。

• 義務化、個人情報の登録や高品質な各種機能の用意は政府ならでは。

利用者による実績の紹介や対応

• 政府介入に対する疑念や警戒を払しょくし、安心感を与える

• 実例に基づく信頼の獲得

持続可能であり、互いの経済成長に寄与

　・政府への信頼獲得と制度の成功は長期的な成長へつながる



寄与するSDGｓ

８．働きがいも、経済成長も

• 現地での活躍を実現し、祖国の発展へ

９．産業と技術革新の基盤をつくろう

• 制度の成果により、帰国した実習生は産業を牽引する基盤となる

10．人や国の平等をなくそう

• コロナ禍で見られた不当な手当や企業の不正に待遇に対し訴求の声をあげる機会を与える

17．パートナーシップで目標を達成しよう

• 制度の是正によって両国のパートナーシップによる相互的な経済成長が実現する



本提案が社会に及ぼしうる影響

技能実習生の
向上

国際競争力 制度の是正

両国間の信頼
の構築

国民の認知



―私（たち）が明日からできるアクション―

彼らの境遇を知り伝播させる
技能実習生に限らず周りで暮らす在日
外国人とかかわりを持つ



近年、技能実習生の数は増え続け2019年10月時点では40万人に達したと推
定され、前年と比較すると26.7％増加している。

現状を知ること、伝えること

出典：データでみる技能実習生https://www.ahr-kk.jp/2020/01/10/4407/

2019年におけるベトナム人による

犯罪件数は6,000件を超えている。

2020年においても―
・アパートの一室で3人が豚の不法解体

・群馬県のホテル経営者の女性殺害



犯罪は犯罪だがー

なぜ、“技能実習生“が罪を犯したのだろうか。

技能実習生の犯す犯罪の増加と技能実習制度の
課題は無関係であるだろうか。

彼らの背景を知らない/目先の情報で判断した
私達がどのように感じるだろうか。

勤務先の待遇に不満が・・・ なんでわざわざ豚を解体・・・？



Twitterではー

出典
：https://twitter.com/YamatoPOWER/status/1323045032258019328

・ベトナム人そのものに否定的な意見

・技能実習制度廃止を求める意見

・犯罪に至った原因を主張する意見



日本の国際貢献に基づく発展途上国の人々を
対象とした「人づくり」を目的とした制度

→日本人にとっての反越感情を養うためでも、
ベトナム人にとっての反日感情を煽るためのものでも決し

てない。

お互いに対立しか生まなくなってしまうのではないか。

“知る”必要がある。



大学や企業、学生にできること〜主体的に活動〜　
■ 目的：現状を知ることは容易ではあるが、実際に実習生と交流し理解を深めることで身を以て実情を理

解しその機会を提供することが必要である。

■ ①送り出し機関/監理団体などの組織と交流会

■ ・上述したように彼らの希望や純粋さを感じるとともに、現状の制度とのギャップや将来的な不安を理
解しなければならない

■ ・文字や映像だけではなく実体験を通じて心情に訴えることができる

■ ・学生が主体となってイベントや交流会を大学と協力しながら開催

■ ②実習生とインターン型の協働体験

■ ・学生は企業での就業体験ができる上に、実習生と関わりが持てるので一石二鳥の効果が期待できる
のではないか？また企業は社会貢献と自社のアピールに繋がる。

■ →「明日からできるアクション」として実習生だけでなく、周りの在日外国人にも目を向け現状を伝播さ
せていき、学生活動を通じてより深く実情を理解する　　　



おわりに

改善アプリ
私たちにできる

こと
大学や企業の

イベント

技能実習生制度には課題が多い。
本来の目的とかけ離れた実態や声をあげられず困窮する実習生など、課題を
指摘すると終わりがない。
その中で我々は提案に当たり、一番身近である日本で働く技能実習生に焦点
を当て、3つの要素から提案を行った。
その根本を担う日本人の認知は我々の寄与できる活動の一歩であり先進国と
途上国の相互発展の礎である。



主な取材先・情報提供元

カンボジア人留学生：匿名希望
某自動車系工場勤務技能実習生4名：匿名希望
ベトナム人留学生・協同組合勤務：グェンティハイアン　さん
LINE　OPENCHAT：外国人技能実習生グループ
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https://www.seikatsu-guide.com/info/13/13101/1/ 

専修大学HPよりhttps://www.senshu-u.ac.jp/about/public/number.html
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20201024/k10012678381000.html

MYANMAR UNITY https://www.myanmarunity.jp/system/970/
法務省　入国管理局　厚生労働省　陣竿開発統括官
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/0000204
970_1.pdf

外国人技能実習生が働く事業所 7割超で違反 厚労省まとめ | 外国人材 | NHKニュース 
https://www3.nhk.or.jp/news/html/20201024/k10012678381000.html
 在留資格「技能実習2号・3号」移行の流れと手続き https://www.myanmarunity.jp/system/970/ 
① 20180423_新たな技能実習制度について（42枚） 
https://www.mhlw.go.jp/file/06-Seisakujouhou-11800000-Shokugyounouryokukaihatsukyoku/0000204
970_1.pdf 
「調査ドキュメント〜外国人技能実習制度を追う〜」 - ETV特集 - NHK 
https://www.nhk.jp/p/etv21c/ts/M2ZWLQ6RQP/episode/te/MP1KKQRGLV/
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